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長野県東信地域におけるクビワコウモリEptesicus japonensis
及びノレンコウモリMyotis bombinusの捕獲記録
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要　　旨

　長野県東信地域に該当する南佐久郡南牧村のカラマツ人工林において、2014年 8 月 4 日と2015年 9
月11日にコウモリ類の捕獲調査を行った。その結果、環境省絶滅危惧Ⅱ類のクビワコウモリEptesicus

japonensisおよびノレンコウモリMyotis bombinusの生息が確認された。本記録は、長野県東信地域におけ
る両種の 2 例目の記録となる。
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はじめに

　東信地域は長野県東部の千曲川の上流から中
流域に該当し、北部を浅間山、南部を八ヶ岳、
西を北八ヶ岳、東を碓氷峠に挟まれた地域であ
る。上田市、佐久市などをはじめとして15市町
村が含まれる。本地域ではキクガシラコウモリ
Rhinolophus ferrumequinum、コキグガシラコウモ
リRhinolophus cornutus、クビワコウモリEptesicus
japonensis、ヤマコウモリNyctalus aviator、アブ
ラコウモリPipistrellus abramus、ニホンウサギ
コウモリPlecotus sacrimontis、モモジロコウモ
リMyotis macrodactylus、ノレンコウモリMyotis
bombinus、テングコウモリMurina hilgendorfi、コ
テングコウモリMurina ussuriensis、ユビナガコ
ウモリMiniopterus fuliginosusの11種が確認され
ている（上條・遠藤2001；小柳・辻2010；小柳

ら2015；小柳ら未発表）。
　クビワコウモリEptesicus japonensisはこれま
で山梨県（吉行 1971；Yoshiyuki 1989；佐藤ら
2011）、静岡県（Kageiら1979；佐藤ら2012）、
長野県（今泉1955；1960；Yoshiyuki1989；山
本ら1998（ここまで中信地域の記録）；山本ら
2008b（南信地域）；小柳ら2015（東信地域））、栃
木県（小柳ら2007）、富山県（吉田2008）、石川
県（山本ら2005）、岐阜県（山本ら2008a）、埼玉
県（Yoshiyuki 1989）、福島県（木村ら2002）にお
いて生息が確認されている。長野県では県北西
部を指す中信地域での記録が多く、東信地域で
は2014年に 1 例確認されたのみである（小柳ら
2015）。
　ノレンコウモリMyotis bombinusは北海道、本
州、四国、九州、屋久島や口永良部島まで生息が
確認されているが（Ohdachiら2015）、長野県で
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の確認記録は少ない（前田1984；Yoshiyuki1989
（以上、中信地域）；佐藤ら2008（南信地域））。東
信地域ではかすみ網調査により 1個体の捕獲例
があるのみである（小柳ら未発表）。周辺地域に
おいては石川県（山本ら2005）、愛知県（佐藤ら
2008）、静岡県（佐藤ら2008；2012）、岐阜県（山
本2004；2015）で記録がある。
　両種とも環境省レッドリストでは絶滅危惧Ⅱ
類（環境省編2014）、長野県レッドリストでは絶
滅危惧IB類に指定されている（長野県2015a）。
また、クビワコウモリは長野県の特定希少野生
動植物種でもある（長野県2015b）。
　この度、長野県南佐久郡南牧村のカラマツ人
工林でのかすみ網を用いた捕獲調査により、ク
ビワコウモリおよびノレンコウモリが捕獲され
たのでここに報告する。 2種とも東信地域では
2例目の確認記録となる。なお、本調査は筆者・
小松（筑波大学生命環境科学研究科）の修士論文
のための調査の一環として行われた。

調査地・方法

　長野県南佐久郡南牧村にあるカラマツ人工林
2地点（以下A地点、B地点とする）において、そ
れぞれ2014年 8 月 4 日、2015年 9 月11日に捕獲
調査を実施した。かすみ網は林道に 2か所（ 1ヵ
所につき 3枚：幅 6m×高さ 6mを 2枚、9m×
6mを 1枚）、林内に 1ヵ所（ 9m× 6mを 4枚）
設置した。調査は日没から6時間行った。20分ご
とに各網を見回り、捕獲個体を確認した。日没
時刻はA地点が18：49、B地点は18：02であっ
た。
　A地点（35.97647N、138.44313E）は標高約1500
mであり、放牧地に隣接する森林内であった。
林内の優占種はカラマツであり、亜高木層には
サクラ属などの広葉樹が混じり、森林全体にツ
ル植物も生えていた。林床は、高さ膝丈程度の
ササに覆われ、低木も生えていた。
　B地点（35.9675N、138.42229E）はA地点から
西南西に約 2 km離れていた。標高は約1690m
で、広葉樹林に隣接する森林であった。林内はカ
ラマツが優占し、シラカンバなども多少混じっ
ていた。高さ 1m前後のササが林床全面を覆っ
ていた。
　捕獲された個体は、目盛式ノギスを用いて
前腕長を、デジタルスケール（ハンディミニ、
1476、TANITA、JAPAN）を用いて体重を測定
した。種同定は前田（2005）の検索表に従い、コ

ウモリの会（2011）も参照した。学名と和名は
Ohdachiら（2015）に従った。陰茎の有無により
雌雄を確認した。齢については指骨の骨化状況
を基に判断し、骨化完了の個体は成獣、未完了
の個体は当歳獣とした（吉行1975）。計測が終了
後、捕獲個体は同地点において速やかに放獣し
た。なお、本調査は環境省及び長野県の鳥獣捕
獲許可に基づき実施した（2014年：環中地長許
第1405163号、長野県26森推鳥第 1号の15、2015
年：環中地長許第1504151号、27森推第 1号の
3）。

結果と考察

　クビワコウモリは2014年 8 月 4 日22：50に
A地点の林内において、地上高 3m付近で捕獲
された（図 1）。前田（2005）及びコウモリの会
（2011）により、耳介が幅広くかつヒナコウモ
リ属より細長いこと、前腕長が42.0mmであり
ヒナコウモリVespertilio sinensisより短いこと（表
1）、黒褐色の体毛を有することから本種と同定
した。性別はオスであり、精巣は肥大していな
かった。

図 1 　クビワコウモリ（撮影:曽根佑太 氏）

　本記録とほぼ同時期の2014年 7 月22日に、川
上村においてクビワコウモリの死体が拾われて
いる（小柳ら2015）。これは、A地点から東に約
9.2km離れた地点であった。国内でこれまでに
発見されている本種のねぐらは長野県乗鞍高原
の建物のみである（山本2011）。今後調査を続
け、出産・哺育期とされる 5月下旬から 9月上・
中旬を通じてこの地域に生息するのか（前田・山
本1998；山本ら1998）、周囲にねぐらがあるの
かを確認する必要がある。
　ノレンコウモリは2015年 9 月11日23：05に、
B地点の林道上の地上高1.5m付近で捕獲された
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（図 2）。耳珠が9.0㎜と長く、尾膜先端に細毛を
有することからノレンコウモリと同定した（図
3、表 1）。成獣メスであり、授乳痕はなかっ
た。
　ノレンコウモリは自然洞穴、廃坑、廃トンネ
ルを主にねぐらとし、家屋や樹洞利用も知られ
る（Sano2015；上山ら2007）。長野県では佐藤ら
（2008）により静岡県との県境付近（南信地域）
の人工洞穴において本種のねぐら利用が報告さ
れている。今後周辺にて本種の利用可能な洞窟
などの調査を行い、ねぐら場所を確認する必要
がある。
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The Captured Records of Japanese northern bat, 
Eptesicus japonensis and Far Eastern Myotis, Myotis bombinus

From Toshin-district of Nagano, Japan.
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Abstract

We captured a male Japanese northern bat, Eptesicus japonensis and a female Far Eastern Myotis, Myotis 

bombinus at larch plantations of Minamimaki Village in Toshin-district of Nagano on August 4, 2014 and 

September 11, 2015, respectively. These records are the second from this district. Two species are listed as 

Vulnerable by the Ministry of the Environment of Japan.

Key words: Eptesicus japonensis, Larch plantation, Myotis bombinus, Toshin-district
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